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（前文）
　わたくしたちは、北海道の文化発祥の地、函館に住む市民です。
　山と海にかこまれた美しい自然を誇り、すぐれた市民性をはぐくんで
きた函館を、いっそう住みよい都市に発展させるため、わたくしたち
市民とまちの理想像をかかげ、ここに市民憲章を定めます。
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